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マ
タ
ニ
テ
鍈
マ
ῴ
ク
の
推

進
啓
発
を

問
　
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
﹁
妊
産

婦
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
﹂
の

推
進
啓
発
を
。

答
　
市
報
へ
掲
載
し
、
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
を
大
手
ス
ー
パ
ー
に
も
要

望
し
ま
す
。
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
母

子
健
康
手
帳
交
付
時
に
配
布
し
ま

す
。

も
し
く
は
自
治
基
本
条
例
制
定
に

向
か
う
べ
き
時
が
来
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

答
　
市
民
参
加
の
制
度
的
確
立
の

た
め
に
は
、
市
政
全
般
に
わ
た
っ

て
市
民
参
加
の
取
り
組
み
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
総
合
振
興
計

画
策
定
の
中
で
研
究
し
、
全
庁
的

な
取
り
組
み
と
し
て
実
現
の
方
向

性
が
確
認
さ
れ
た
段
階
で
実
施
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

旧
市
町
の
固
定
資
産
税
評

価
の
整
合
性
の
図
り
方
は

問
　
旧
市
町
間
の
固
定
資
産
税
の

評
価
の
整
合
性
を
ど
の
よ
う
に

図
っ
た
の
か
。

答
　
評
価
統
合
に
は
大
き
な
税
負

担
増
が
伴
い
ま
す
。
激
変
緩
和
措

置
の
検
討
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十

一
年
評
価
替
え
で
調
整
し
た
い
。

大
井
の
農
地
宅
地
並
み
課

税
と
生
産
緑
地
の
考
え
方

問
　
十
分
な
説
明
と
市
と
し
て
の

考
え
は
。

※

答
　
今
年
度
、
生
産
緑
地
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
生
産
緑
地
制

度
の
指
定
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
視

点
か
ら
重
要
な
の
で
、
地
権
者
が

判
断
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め

ま
す
。

市内131カ所に設置されている広報板

十
八
年
度
の
財
政
状
況
は

問
　
平
成
十
八
年
度
の
財
政
状
況

と
、
平
成
十
九
年
度
予
算
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

答
　
経
常
収
支
が
年
々
悪
化
し
て

い
ま
す
。
全
事
業
に
つ
い
て
思
い

切
っ
た
手
だ
て
を
十
年
の
ス
パ
ン

の
中
で
考
え
ま
す
。
む
だ
な
公
共

事
業
は
な
い
で
す
が
、
重
荷
と
思

え
る
事
業
は
あ
り
ま
す
。

広
告
事
業
で
財
源
確
保
を

問
　
税
の
確
保
以
外
に
も
、
自
主

※生産緑地とは？
　公害・災害の防止、都市の環境保全などに役立つ農地を計画的に保全し、良好な都市環境の形成を図るための制度。

大
井
西
部
地
域
に
市
営
住

宅
を

問
　
旧
上
福
岡
に
は
三
カ
所
一
三

九
戸
の
市
営
住
宅
が
あ
る
が
、
旧

大
井
に
は
一
カ
所
も
な
い
。
合
併

に
よ
る
公
平
・
平
等
の
立
場
か
ら

大
井
の
西
部
地
域
に
市
営
住
宅
の

建
設
を
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
政
策
の
中
で
、

念
頭
に
置
い
て
お
き
ま
す
。

財
源
確
保
の
施
策
の
一
例
と
し
て

広
告
事
業
を
推
進
し
、
財
源
の
確

保
を
し
て
は
。

答
　
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

の
有
料
広
告
は
、
実
施
に
向
け
て

準
備
を
進
め
ま
す
。

市
民
参
加
・
自
治
基
本
条

例
の
制
定
を

問
　
総
合
振
興
計
画
を
は
じ
め
、

各
種
計
画
づ
く
り
が
市
民
参
加
の

も
と
で
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
市
民
参
加
を
制
度
的
に
も
保

障
す
る
た
め
に
市
民
参
加
条
例
、

町
会
と
市
と
の
関
係
Ὶ
役

割
は

問
　
町
会
と
市
と
の
関
係
、
地
域

リ
ー
ダ
ー
養
成
、
補
助
金
の
あ
り

方
は
。

答
　
市
に
﹁
協
力
﹂
で
は
な
く
﹁
対

等
﹂な
立
場
で
対
応
し
ま
す
。
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
の
あ
り
方
を
重

視
。
自
主
性
を
持
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
つ
く
り
上
げ
て
も
ら
い

た
い
。
リ
ー
ダ
ー
養
成
や
講
演
会
、

先
進
地
視
察
も
考
え
ま
す
。
二
〇

〇
七
年
問
題
も
同
時
に
考
え
た
い
。

体
育
館
・
公
民
館
の
使
用

料
減
免
を

問
　
団
体
育
成
の
立
場
か
ら
使
用

料
免
除
の
拡
充
を
す
べ
き
。

答
　
使
用
料
は
、
旧
市
町
で
格
差

が
あ
る
の
で
整
合
性
を
図
り
ま
す
。

免
除
拡
充
は
今
後
検
討
し
ま
す
。

体
育
施
設
の
使
用
料
は
、
平
成
十

八
年
度
は
現
行
ど
お
り
と
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
予
約
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で

問
　
合
併
で
利
用
で
き
る
公
共
施

設
が
増
え
た
が
、
予
約
は
窓
口
で

と
い
う
の
は
不
便
。
オ
ン
ラ
イ
ン

予
約
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

答
　
シ
ス
テ
ム
導
入
に
は
課
題
が

多
い
で
す
。
市
の
情
報
化
の
進
捗

状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

住
居
表
示
整
備
の
進
捗
は

問
　
住
居
表
示
の
未
整
備
地
域
が

中
福
岡
地
区
に
四
地
域
残
さ
れ
て

い
る
。
引
き
続
き
整
備
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
の

進
捗
状
況
は
。

答
　
駒
林
区
画
整
理
事
業
の
換
地

が
行
な
わ
れ
る
平
成
二
十
年
ご
ろ

を
め
ど
と
し
、
今
年
度
か
ら
準
備

を
行
な
う
予
定
で
す
。

市
広
報
掲
示
板
利
用
の
内

規
変
更
を

問
　
市
広
報
掲
示
板
利
用
の
内
規

を
変
更
で
き
な
い
か
。

答
　
掲
示
板
の
ス
ペ
ー
ス
に
限
り

が
あ
る
の
で
、
し
ば
ら
く
の
間
は

市
が
主
催
、
協
賛
、
後
援
す
る
事

自
主
性
あ
る

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

暮 ら し
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業
に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。
市
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
市
報
の
伝

言
板
コ
ー
ナ
ー
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

大
井
西
部
地
域
の
営
農
・

後
継
者
育
成
の
支
援
を

問
　
政
府
の
農
政
改
革
は
、
個
人

農
家
の
営
農
意
欲
を
な
く
し
て
し

ま
う
も
の
で
断
じ
て
許
せ
な
い
。

西
部
地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
農
家

の
営
農
・
後
継
者
育
成
を
、
行
政

が
積
極
的
に
支
援
す
べ
き
だ
。

答
　
農
事
研
修
会
に
引
き
続
き
補

助
金
を
交
付
し
、
支
援
し
ま
す
。

裁
判
員
制
度
の
啓
発
を

問
　
裁
判
員
制
度
の
導
入
経
過
は
。

答
　
平
成
十
一
年
七
月
、
内
閣
に

設
置
さ
れ
た
﹁
司
法
制
度
改
革
審

議
会
﹂
で
導
入
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
か
ら
選
ば
れ
た
裁
判
員
が
、

裁
判
官
と
一
緒
に
判
断
す
る
こ
と

で
、
国
民
の
理
解
し
や
す
い
裁
判

を
実
現
で
き
る
も
の
と
提
案
さ
れ

た
制
度
で
す
。

問
　
市
民
の
不
安
を
除
く
た
め
、

啓
発
に
取
り
組
ん
で
は
。

答
　
裁
判
員
の
守
秘
義
務
は
﹁
評

議
の
秘
密
﹂
及
び
﹁
評
議
以
外
の

職
務
上
知
っ
た
秘
密
﹂が
あ
り
、
法

国
等
か
ら
協
力
依
頼
が
あ
れ
ば
、

個
々
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

律
で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
啓
発
に

つ
い
て
は
国
が
行
な
っ
て
お
り
、

の
拡
幅
、
歩
道
の
設
置
予
定
は
。
八

軒
家
交
差
点
の
改
良
と
西
側
へ
延

び
る
道
路
の
整
備
拡
幅
は
。

答
　
市
道
二
四
号
線
、
八
軒
家
交

差
点
西
側
道
路
は
、
今
後
の
計
画

作
成
時
に
検
討
し
ま
す
。
市
道
二

︱
一
号
線
は
引
き
続
き
地
権
者
と

交
渉
し
ま
す
。

東
大
久
保
大
井
線
の
拡
幅

と
接
続
道
路
の
整
備
を

問
　
有
料
道
路
が
無
料
化
に
な
れ

ば
、
進
入
す
る
車
が
増
え
る
。
県

道
東
大
久
保
・
大
井
線
の
拡
幅
整

備
計
画
と
、
各
接
続
道
路
の
整
備

計
画
が
必
要
だ
。

答
　
今
後
の
状
況
を
見
て
、
検
討

し
ま
す
。

亀
久
保
交
差
点
改
良
と
勝

瀬
通
り
線
の
渋
滞
改
善
は

問
　
亀
久
保
交
差
点
︵
富
士
見
通

り
側
︶
に
右
折
信
号
機
と
右
折
帯

の
確
保
を
。
ま
た
、
亀
久
保
勝
瀬
通

り
線
の
渋
滞
の
原
因
と
改
善
策
は
。

答
　
亀
久
保
交
差
点
は
、
用
地
買

収
を
含
め
、
整
備
実
現
に
向
け
検

討
し
た
い
。
亀
久
保
勝
瀬
通
り
線

に
つ
い
て
は
、
国
道
二
五
四
号
線

か
ら
の
進
入
車
に
対
し
て
、
右
折

禁
止
の
交
通
規
制
が
な
い
た
め
と

承
知
し
て
い
ま
す
。

仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
松
く
い
虫

等
の
防
除
の
た
め
の
焼
却
処
分
に

限
り
可
能
で
す
。

さ
く
ら
薬
局
店
前
の
道
路

改
良
を

問
　
南
台
二
丁
目
さ
く
ら
薬
局
店

前
の
市
道
は
、
県
道
の
迂
回
路
と

し
て
朝
夕
の
交
通
量
が
多
い
。
Ｔ

字
路
の
改
良
が
急
務
で
あ
る
が
。

答
　
用
地
交
渉
を
行
な
っ
て
い
ま

す
が
、
条
件
が
合
わ
ず
苦
慮
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
努
力
い
た
し

ま
す
。

道
路
の
欠
陥
改
善
と
交
通

安
全
対
策
を

問
　
日
清
製
粉
研
究
所
か
ら
下
る

所
は
、
道
路
構
造
上
の
欠
陥
が
あ

り
危
険
。
早
急
に
改
善
を
。
ま
た
、

元
Ｎ
Ｔ
Ｔ
社
宅
脇
道
路
を
下
っ
た

所
な
ど
、
川
越
市
境
の
交
通
安
全

対
策
と
、
三
角
浅
間
神
社
交
差
点

に
信
号
機
設
置
を
。

答
　
現
地
を
調
査
し
、
川
越
市
と

協
議
し
ま
す
。
信
号
機
設
置
は
、
引

き
続
き
要
望
し
ま
す
。

市
道
・
県
道
の
改
良
を

問
　
市
道
二
四
号
線
の
県
道
東
大

久
保
・
大
井
線
へ
の
接
続
と
、
市

道
二
︱
一
号
線
三
角
交
差
点
ま
で

ま
だ
で
き
る
ご
み
の
減
量

問
　
燃
え
る
ご
み
の
中
に
本
来
資

源
で
あ
る
雑
紙
が
九
割
以
上
混
在

し
て
い
る
。
二
十
一
分
別
を
一
生

懸
命
し
て
い
る
市
民
も
、
雑
誌
類

か
ら
雑
紙
類
に
変
わ
っ
た
認
識
が

十
分
で
は
な
い
。
町
内
会
で
説
明

会
を
し
、
ご
み
の
減
量
を
進
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
剪
定

さ
れ
た
樹
木
ご
み
の
資
源
化
・
堆

肥
化
は
で
き
な
い
か
。

答
　
平
成
十
七
年
度
か
ら
雑
紙
を

リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
に
の
っ
と
り
、

資
源
化
し
て
い
ま
す
。
ご
み
の
減

量
は
大
事
な
の
で
、
周
知
し
て
い

き
ま
す
。
樹
木
ご
み
も
ス
ト
ッ
ク

し
、
農
家
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

里
山
の
景
観
を
残
す
べ
き

問
　
里
山
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い

景
観
は
、
後
世
に
残
す
べ
き
市
民

の
財
産
だ
。
﹁
市
民
管
理
協
定
制

※

度
﹂﹁
ビ
オ
ト
ー
プ
﹂
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
は
。

答
　
市
民
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ

り
、
啓
蒙
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

農
業
振
興
地
域
の
補
助
金

格
差
は

問
　
農
業
振
興
地
域
に
お
け
る

国
・
県
補
助
金
の
格
差
は
。
山
林

保
全
の
た
め
に
野
焼
き
は
で
き
な

い
か
。

答
　
地
域
農
業
者
の
合
意
に
よ
っ

て
指
定
を
受
け
た
の
で
、
格
差
は

※ビオトープとは？
　地域野生生物が共存している生息空間のこと。近年は人工的に生息空間を作り出したものを「ビオトープ」と呼ぶことが多い。

環
境
整
備
を
す
す
め
よ
う

都 市 環 境

危険な道路の改善を

一 般 質 問


